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新型コロナウイルス関連肺炎の 
対応について 

• 国内 
– 4/7-5/25 緊急事態宣言(兵庫県の解除が5/21) 

 
• ユーザ実験 

– 4/11 10時 外部ユーザ利用停止(コロナウィルス関連は受け入れ)(蓄積リング棟は常時施
錠) 採択済み課題の取扱→後述 

– 6/5 来所を伴わない実験再開(測定代行など) 
– 6/16 来所利用再開（来所は6月15日から可） 来所時の注意→後述 

• 但し、海外機関、５都道県（東京、千葉、埼玉、神奈川、北海道）からの来所は除く 
– 6/19 5都道県も受け入れ 
– 海外からの来所受け入れは未定 
– アクリルの衝立、除菌用スプレーなど設置。共用機器材の消毒、側室の換気 

 
• JASRI職員 

– 4/11 JASRI一斉在宅勤務・出張禁止 
– 5/25 一斉在宅勤務解除 (引き続き在宅を原則 各部門、室の出勤率は50%が目安) 
– 6/13 50%の出勤率が緩和 
– 6/1 ５都道県（北海道、東京、埼玉、千葉、神奈川）を除く県境を越える国内出張可 
– 6/23 5都道県も出張可 
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2020A期の採択済み課題及び2020B期の

課題募集の取扱についての概要 (6月5日更新) 

新型コロナウイルスの影響を踏まえて、2020A期の採択済み課題及び2020B期の課題募集の取扱に
ついては下記の通りといたします。 

 
1.  2020A期を2021年3月まで延長し、7月までに実施できない採択済みの利用研究課題は10月以

降のビームタイムに延期を可能とする。 
2.  2020B期の課題募集は行わない*。10月以降において確保できるビームタイムは、2020A期とし

て追加募集を行う。 
3.  2021年3月までに実施できない課題は、次年度への繰り越しは認めず、キャンセルとする。 

 
（注意） 
専用ビームラインにおけるキャンセルされたビームタイムの取扱につきましては、各専用ビームライン事務局ま
でお問い合わせください。 
 
現時点で、5月11日以降も当面の間、停止を予定しています。再開日については、一定の準備期間を考慮した
上で事前にお知らせいたします。 
(6月5日追記) 段階的にユーザー利用を再開いたします。「ユーザー利用の再開について」 
  
感染拡大防止のため利用運転を停止している期間であっても、新型コロナウイルス感染症の関連課題について
は速やかに実施できるようにいたします。 

*長期課題が採択されているユーザは、2020B期のビームタイムがなくなるので注意。追加募集に
課題申請をする必要がある。 

https://user.spring8.or.jp/?p=21451 
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実験のために来所される予定の皆様へ 
2020.6.16更新 JASRI利用推進部 

• 利用実験における新型コロナウイルス対策等について 
1. 利用をキャンセルされる場合は、前日までにJASRI利用推進部までご連絡をお願いいたします。キャンセルによ

るキャンセル料は発生いたしません。ご所属機関における対応方針、及び対応措置等を踏まえてご検討くださ
い。 

2. 滞在中は、マスク着用をお願いします。着用するマスクはご持参くださいますようお願いいたします。また、手洗
い、アルコールによる手の消毒についても励行をお願いします。アルコール消毒液は、蓄積リング棟実験ホー
ルの各大扉の出入口をはじめ、北管理棟、食堂棟、研究交流施設などにも設置しています。 

3. 実験中は、ビームラインにおける作業人数が必要最小限となるようご配慮ください。また、個々の実験メンバー
が出来る限り距離をとって作業していただくようお願いします。使用できる滞在場所については各担当スタッフ
にご確認ください。なお、実験準備室（側室）における長時間の滞在はお控えください。 

4. ビームラインスタッフと利用実験ユーザー間の感染予防のために、実験中のビームラインスタッフの利用支援は
最小限に留めさせていただきます。実験中、ビームラインスタッフは離れた場所で待機させていただきますので、
実験開始時に連絡先（PHS番号）を担当スタッフにご確認ください。 

5. 来所後、発熱や咳などの呼吸器症状が出た場合は、速やかにご連絡ください。「新型コロナウイルスに対する
対応について（3月19日）」参照→次頁 

6. PCR検査の結果が出る前でも濃厚接触者の疑いがある方が実験グループ内におられる場合、実験を停止して

いただく可能性があります。来所前から、同一交通機関、同一時間帯での来所をしない工夫をするなどの対応
をお願いいたします。（濃厚接触者の定義はNIID国立感染症研究所HP参照。） 

7. 実験で使用された持ち込み器具、サンプル、実験廃棄物等は、確実にお持ち帰りください。持ち込み機器につ
いてご希望がございましたら、JASRI利用推進部までお問い合わせください。 

https://user.spring8.or.jp/ui/wp-content/uploads/20200331visitingSPring-8_jp.pdf 4 /6 



SPring-8/SACLAへ実験のために来所される皆様へ 
2020.3.19 2020.6.16更新 JASRI利用推進部 

• 新型コロナウイルスに対する対応について 
1. 発熱、または呼吸器症状があり、感染が少しでも疑われる場合は来所をご遠慮ください。 
2. 来所は必要最小限の人数としていただき、多人数による来所はお控えください。実験の際は必要に応じ、所内外の共同研

究者との WEB 会議を積極的にご活用ください。eduroam, SP8-GUEST ネットワーク(詳細はこちら)をご利用ください。  
3. 感染を予防するために、石けんやアルコール消毒液などによる手洗いを行うとともに、マスクの着用など咳エチケットの励

行をお願いいたします。 
4. 来所後、発熱や咳などの呼吸器症状がでた場合は、下記までご連絡ください。・北管理棟、研究交流施設、及び中央管理

棟に設置した控室をご案内します。・控室で自覚症状、渡航歴等をお聞きする問診票への記入をお願いいたします。 
【連絡先】 
平日（9：00〜17：30）       健康管理室    内線：3299、     JASRI利用推進部 内線：2225 
休日・夜間（17：30〜翌9：00） 研究交流施設フロント内線：8181 

5. 退所できない場合は研究交流施設にて休養いただくとともに、新型コロナウイルスに関する相談窓口、または受診可能な
病院をご案内いたします。 

6. 発熱、または呼吸器症状がある場合は、研究交流施設以外の施設（SPring-8/SACLA利用実験施設、食堂など）への立ち入
りをご遠慮ください。 

7. 滞在中は、マスクを着用いただくとともに、構内各所に設置されたアルコール消毒を利用していただきますようお願いいたし
ます。 

8. 本件に関連して、研究交流施設において⻑期滞在を余儀なくされた場合などの諸費用につきましては、各自にご負担いた
だきますことを予めご了承ください。 

9. 施設を退所された後に感染が判明した場合は、速やかにJASRI利用推進部までご連絡ください。当施設が行う調査等へのご
協力をお願いいたします。 

https://user.spring8.or.jp/ui/wp-content/uploads/20200319_coronavirus_jp.pdf 5 /6 



イベント実施状況と予定 

4/29 第28回SPring-8/SACLA施設公開 中止 

5/12(延期) 6/16 
6/19 7/16 

XAFS測定研修会 開催(一部オンライン参加) 

6/19 2020年度第一回CT見学会 延期 

7/9 小角X線散乱測定研修会 開催(一部オンライン参加) 

7/12-15 第20回SPring-8夏の学校 開催 

7/16 X線イメージング実験研修会 開催(一部オンライン参加) 

7/17 粉末回折測定研修会 開催(一部オンライン参加) 

9/3-4神戸 第17回SPring-8産業利用報告会 開催予定(一部オンライン
参加) 

9/18 SPring-8シンポジウム2020 オンライン開催予定 

*青色：SPring-8研修会 
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